
FOUNDATIONAL THEORY

代理基層化と
基盤化の反転

ミクロとマクロの生成軸が、ズレたまま反転するとき

正常な反転では、マクロがミクロへ作用を返す。

ズレた反転では、マクロがミクロの位置を代理する。
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01 ORIGIN

世界は、基層の微細な差異から生成される
ミクロからマクロへ向かう、本来の生成順序

基層

配列・差異・身体感覚

生命反応・経験

認知

知覚・感覚・分節

意味の形成

共有認識

知識・価値・意味の

相互共有

制度

規則・貨幣・所有

序列・社会構造

基層 → 認知 → 共有認識 → 制度

社会のマクロ構造は、基層の事実を認知し、意味づけ、共有することによって形成される。
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02 RECIPROCITY

本来の反転は、生成の循環をつくる
部分から全体が生まれ、全体が再び部分へ作用する

ミクロからマクロへ：事実から社会構造が生成される

基層 認知 共有認識 制度

マクロからミクロへ：制度・文化・環境が、個人と現場へ作用を返す

対応関係が保たれている限り、反転は次の生成を開く。
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03 PROXY BASE

生成されたマクロが、基層の位置を代理し始める
人間がつくった座標が、事実そのものとして扱われるとき

貨幣 所有 序列 肩書

数値 規則 法律 分類

人間が形成した構成物
代理基層
基層のように現実を
生成する位置へ

基層そのものではない。しかし、社会の中では基層に近いほど強く作用する。
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04 INVERSION

基盤化の反転では、制度が事実の意味を先に決める
生成されたマクロが、自らを世界の出発点として置き直す

本来の生成

基層

事実

制度

生成物

事実から制度が形成される

基盤化の反転

制度

出発点

事実

解釈対象

制度に合うように事実が選別される

事実 → 認識　から　既存認識 → 事実の解釈　へ
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05 MISALIGNED RETURN

マクロがミクロへ戻るのではなく、ミクロの位置を奪う
循環しているように見えても、本来の基層を通っていない

正常な反転

基層の事実 → マクロ構造 → ミクロへ作用

対応関係を保ちながら

次の生成条件をつくる

ズレた反転

代理基層 → 認知を規定 → 制度を補強

基層を経由せず

マクロ内部で循環が閉じる

ズレた反転 ＝ ミクロとマクロの対応関係を失った反転
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06 INNER PROXY BASE

個人の内部では、自己像が代理基層になる
現在の実体から自己認識が更新されなくなるとき

本来

身体感覚 感情・経験 自己認識

代理基層化

自己像

感情の解釈

経験の選別

行動の決定

自己像を補強

実体から自己像が立つのではなく、自己像に実体を合わせようとする。
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07 COMMON STRUCTURE

異なる領域に、同じ代理基層化が現れる
制度・歴史・人間関係・自己像を貫く一つの生成構造

社会制度 制度上の分類が、現場の事実を上書きする。

価値と序列 貨幣・所有・肩書が、実体より先に価値を決める。

歴史認識 共有された物語が、新しい史料の読み方を規定する。

個人内部 自己像が、現在の感情・経験・反応を選別する。

生成されたマクロが、基層の位置へ移動してミクロを規定する。
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08 RECONNECTION

代理基層を壊すのではなく、対応関係を開き直す
ズレの可視化から、現在の事実構造への再配置へ

代理基層 照合 ズレの可視化 再配置 次の生成

制度は、現在の現実と対応しているか。

数値は、対象の実体を捉えているか。

共有認識は、現場で起きていることを保持しているか。

自己像は、現在の身体・感情・経験と接続しているか。
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CORE PROPOSITION

代理基層化と基盤化の反転

代理基層化とは、基層から生成された人間世界の構成物が、

基層との対応関係を失い、自らを世界の基盤として扱い始める現象である。

正常な反転では、マクロがミクロへ作用を返す。

ズレた反転では、マクロがミクロの位置を代理する。

基層と代理基層を照合し、対応関係を組み直すことが、

人間の認知と社会構造を、現実の生成へ接続し直す。
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